
～心豊かなひととき～ 

12 期 生演奏を楽しむ科 

日時         ２０２４年７月５日 （金） 10：00～12：00 

学習テーマ      楽器の魅力②  チェロ 

講師         根岸 一美 先生 

講師         佐谷 記世 先生 

 

                 先ず 佐谷先生よりチェロという楽器についての説明があった。 

                 Violoncello と記し ヴァイオリン属の低音部楽器。ヴァイオリン 

                 は長さ 60 ㎝、チェロは 120 ㎝（先のエンドピンを除く）、側板は 

          ヴァイオリンの約 4 倍。調弦は５度間隔でヴァイオリンより 1 オ   

クターブと完全 5 度低い。19 世紀後半にエンドピンが考案され演 

奏技術が発展。（それまでは両足に挟んで弾いていた） 

弓はヴァイオリンより若干太く 長さは 2 ㎝ほど短い。 

 

その後 チェロ：佐谷先生 ピアノ：根岸先生により演奏。 

それぞれの作曲家についての説明やエピソードを根岸先生からお

聞きした             聴きした。 

 

演奏曲目 

１）バッハ（1685～1760）：《無伴奏チェロ組曲第 1 番》ト長調 BWV1007 よりプレリュード（前奏

曲） 佐谷先生の独奏 

 

以下はお二人で演奏 

２）エルガー（1857~1934）：《愛の挨拶》 

  エルガーはイギリスの作曲家。1888 年 キャロライン・アリス・ロバーツとの婚約記念に贈った

曲。アリスは 8 歳年長であり、宗教の違い（エルガーはカトリック、アリスはプロテスタント）

や、当時はまだ無名の作曲家と陸軍少将の娘という身分格差から、アリスの親族は 2 人の仲を認め

なかったため、反対を押し切って結婚した。 

  短い曲だが 優雅でエルガーのアリスへの思いが伝わってくる。 

  

３）ベートーヴェン（1770～1827）： 《ンンルルの「ユダス・マカベウス」の「見よ 勇者が帰ってく

る」の主題による 12 の変奏曲》ト長調 より主題と第 2・4・6・7・9・10・12 の変奏 

原曲の合唱をスマホで鑑賞。紀元前のシリアの支配に対するユダヤ人の独立運動が主題。 

表彰式でよく使われるあの曲 ソーミファソード レミファソファミレー♫ 

    

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E6%95%99%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%86%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%88


４）フォーレ（1845~1924）：《シシリエンヌ（シチリアーノ）》OP.78 

  フォーレはフランスの作曲家。教会でオルガニストをつとめながら、歌曲、ピアノ曲、室内楽曲等

を作曲。《レクエイム》の成功で地位を築いた。50 代に耳の不調（実際の音より 3 度高く聞こえた

り低く聞こえたり）に見舞われたが作曲活動は継続した。 

   

※講師の根岸先生も耳を酷使した時期に不調になり、 

   ピアノから遠ざかったことがあるという経験を 

お話しされました。 

 

５）バッハ：《ヴィオラ・ダ・ガンバ・ソナタ 第一番》 

ト長調 BWV1027 より 

 第１楽章 第 3 楽章 第 4 楽章 

 

※ヴィオラ・ダ・ガンバは 16 世紀から 18 世紀中頃までフランスの宮廷で広く用いられた楽器。 

チェロに似ているがヴァイオリン属ではなく、弦 6 本、裏板は平ら、響孔は C 字型（チェロは F 

型） でギターに近いか？ 

 

今回はチェロで演奏。 

特に第 4 楽章のピアノパートは速度が速く、しかも休むところがないので難しいとのこと。 

 

最後 

 リクエストにより サン・サーンス：《白鳥》 

 アンコールで シューベルト：《君こそわが憩い》を演奏された。 

 

演奏曲はよく聴く曲が多く 説明もわかりやすかった。 

チェロを主体とする演奏を聴く機会となり、低音の落ち着いた音色が美しかった。 

また、上手く演奏できないところは最初から演奏をやり直すなど お二人の人柄がよくわかる演奏姿勢

で気持ちよく鑑賞できた。 

                                  【広報担当 K.Y】 

                                   

 

 

 


